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お茶の水女子大学附属学校園  

連携研究「算数・数学部会」 



はじめに 

お茶の水女子大学の附属学校園と大学はすべてが同じキャンパス内にあるこ
とが大きな特色であり、大学ならびに各校種間での対面での連携事業が他の国
立大学附属学校園より比較的容易である利点が挙げられます。しかし、それで
も各校それぞれに校務や行事もあり、連携研究に関して、共通の時間帯を取る
ことは厳しいものがありました。これまで算数・数学部会では、毎月１回の頻
度で各校の算数科・数学科の教員が集まり、各教員の授業実践や学習指導上の
問題点など、様々な情報交換ならびに研究討議を行ってきました。今般の学習
指導要領の改訂との関連もあり、算数・数学部会では、８年程前より統計教育
に焦点を当てて、重点的に議論して参りました。途中、コロナ禍により、半年
間程の一時休止を余儀なくされましたが、オンライン会議システムを活用して
のミーティングの実施が図られ、これにより、必要に応じて対面開催を併用す
ることで、よりフレキシブルな部会の開催が可能ともなりました。 
 小中高の校種間の接続を重視した新たな学習指導要領は、高等学校での学年
進行が今年度で完了し完全実施を迎えました。かつて、中学校学習指導要領の
数学科から一旦は消えてしまった統計の内容が次第に復活し、現行の高等学校
学習指導要領の数学科では、「仮説検定の方法」を含むまでとなっています。こ
れまでの初等中等教育における統計教育は学習指導要領には書かれていなが
ら、実際は、実践的な学習活動を伴わずスルーされてきた過去もあります。し
かし、今日では、データを活用し，意志決定につなげる統計教育の充実が真に
求められています。また大学教育では、ＡＩ時代をむかえ、文系・理系に関わ
らず全ての学生が数理・データサイエンス教育の素養を身に付けることも求め
られています。 
算数・数学部会では、これまで統計的問題解決の方法知，統計教育における

批判的思考など探究的プロセスを通した統計教育の授業実践を試みてきまし
た。しかし、統計を活用して問題解決をする際，単に数値のみに拠り、誤った
判断や不適切な意思決定がなされる可能性もあります。児童生徒は、統計の長
所や利便だけではなく，その短所や限界について理解しておく必要があるので
はないかと考え、当部会では昨年度より，統計を正しく利活用できる児童生徒
の育成に向けて「統計的内容の光と影」と題して討議を重ねてきました。今年
度は、特に「光と影」について、その表裏の関係、授業への生かし方やその影
響に焦点を当てた議論を行って参りました。 
本報告書は、「統計的内容の光と影」に関して、今年度、算数・数学部会で実

施した研究討議ならびに、関連した統計教育の授業実践の報告をまとめまし
た。各校種において統計教育に携わる皆様方にご活用頂き、少しでもお役に立
てば幸いです。 

 吉田 裕亮 
共創工学部・文化情報工学科／理学部・情報科学科 
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